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県立麻溝台高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①育てたい生徒像
を職員間で共有
し、「主体的・
対話的で深い学
び」を組織的に
実現する授業づ
くりを推進す
る。 

②ＩＣＴを利活用
し、問題発見・
課題解決能力や
情報活用能力の
育成に努める。 

①「主体的・対話
的で深い学び」
を教科毎等組織
的な取組として
さらに深化さ
せ、授業改善を
図るとともに、
適切な評価につ
なげる。 

②すべての教員
がＩＣＴ機器
（iPad）を積
極的に活用し
た授業づくり
に取り組む。 

①組織的な授業
づくりを推進
するため、授
業改善のため
の教員研修の
実施及び内容
の更なる充実
を図る。 

②すべての教員
がＩＣＴ機器
（iPad）を積
極的に活用す
る意識を高め
る。 

①すべての教員
が「主体的・
対話的で深い
学び」を意識
した授業づく
りを行い、適
切な評価を行
うことができ
たか。 

②ＩＣＴを利活
用した授業等
に取り組んだ
教員が７割以
上いるか。 

①教員間で教材の共有
や意見を出し合いな
がら、探究的な学び
につながるよう授業
改善を行うことがで
きた。 

②生徒自身ＩＣＴ機器
を活用し学習する機
会を増やせるように
多くの職員で授業づ
くりを行うことがで
きた。 

①全学年で新学習指導
要領になることか
ら、教員間で意見交
換を行いながらより
一層「主体的・対話
的で深い学び」の授
業づくりを行ってい
く。 

②ＩＣＴを利活用した
授業づくりが進んで
いく中で、機材の故
障等トラブルもあっ
た。今後は機材等の
メンテナンスもしっ
かり行っていく。 

①学びと社会や産業との
関わりを理解して深い学
びを実践することも大切
である。 
②スクール・ポリシーの
中に、何か目玉となるプ
ロジェクトを打ち上げて
みてはいかがか。 
②スクール・ポリシーに
ついて、国内の課題につ
いても理解させることも
今後大切になる。 
②グランドデザインにウ
エルビーイングという言
葉を入れたらどうか。 

①主体的・対話的深い学びの
実践については、多くの教員
がスクール・ポリシーを理解
し取り組むことができたこと
は成果と言えるが、依然取組
について教員間での温度差が
あることは課題である。 
②ＩＣＴを活用した授業への
取組についても同様に操作が
苦手な教員は活用頻度が低
い。次年度は一人一台端末が
すべての学年で整うことから
授業の中で積極的に活用して
いく必要がある。 

①今年度の生徒による授業評
価等を検証し、各教科間ある
いは職員全体で次年度に向け
た課題を共有しながら組織的
な授業改善を進めていく。 
②研修等を通じすべての教員
がＩＣＴ（ｉＰａｄ）を活用
して授業が行えるようにす
る。また、教室だけでなく特
別教室や体育館でもＩＣＴを
活用できるようハード面での
整備を進める。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒が主体とな
って活動するこ
とにより、共感
力や自己肯定感
を育成する。 

②社会の出来事に
関心を持ち、責
任ある態度とリ
ーダーシップを
育む。 

①生徒が運営する
行事、生徒が主
体となって取り
組む部活動を確
立させ、豊かな
人間性や社会
性、リーダーシ
ップ等を育成す
る。 

②日頃の生活指
導や交通マナ
ー指導等を通
じ、規範意識
の醸成と自ら
律する態度を
育成する。 

①生徒が学校行
事や部活動を
主体的に計画
し、他者への
尊重や協調を
重視しながら
充実した学校
生活を送れる
よう支援す
る。 

②交通安全講演
会等で自転車
に関する道交
法を周知し、
危険予測等、
交通安全への
スキル向上を
図る。 

①学校行事、部
活 動 に お い
て、生徒が主
体的に活動で
きたか。 
他者を尊重し
協調すること
ができたか。 

 
 
②登下校時の自
転車での事故
件数が減少し
たか。 
交通ルールを
守ることがで
きているか。 

①学校行事は、一般公
開することによって
多くの方々に参加し
ていただき、生徒が
主体的に計画して、
新たな取り組みや工
夫ができた。部活動
の取り組みもコロナ
以前に近い形に戻っ
ている。 

②相模原市委託事業の
交通安全講習会を開
いたり、地域と連携
して交通安全指導を
行ったりした。ま
た、学期始めに学校
周辺において自転車
通学生徒対象に指導
を行った。 

①体育祭や文化祭など
の学校行事の在り方
や部活動の運営方法
を、単にコロナ禍以
前に戻すのではな
く、今の時代に対応
した新たなシステム
に積極的に変更する
等、より良い活動と
なるよう改善する。 

②交通安全講習会や通
学時間帯の交通安全
指導を継続的に行っ
ていく必要がある。
また、今後、自転車
乗車時のヘルメット
着用指導を進めてい
く必要がある。 

①生徒の強い自立心か
ら、大きく羽目を外さず
健全な学校生活を送れて
いると感じる。教員が温
かく生徒を見守っている
平穏な校内の雰囲気を持
っている。 
①50 周年記念事業が生
徒主体で挙行されたこと
は大いに評価できる。今
後は各行事における生徒
主体の事業計画が行えて
いるので、ぜひ事後の事
業評価も生徒が行われる
とよい。 

①体育祭や文化祭では、年々
生徒が自ら企画や運営を手掛
ける等、生徒の主体的な取組
がより前面に出るようになっ
たことは大きな成果である。
今後の課題として、今後気候
変動による気温の上昇や生徒
の学習への取組を考慮した開
催時期の検討や運営方法の見
直し等が必要である。 
②年間を通じて大きな交通事
故はなかったものの、自転車
と車の接触事故は発生してい
る。交通安全教育や自転車乗
車指導については、９割以上
の生徒が自転車通学をしてい
るため、季節を問わず継続し
て行っていく必要がある。 

①年間指導計画全体の見直し
を図り、例えば体育祭と文化
祭を９月に同時に開催するこ
とによって学習とのメリハリ
をつける等、抜本的な改善を
図っていく。 
②学校周辺のハザードマップ
を作成するとともに、教員が
定期的に危険個所に立って交
通安全指導を行う等の計画を
立てる。また、ヘルメット着
用の義務化についても検討を
進める。 

３ 進路指導・支援 

①自らの将来に関
心を持ち、深く
探究する力を育
てる。 

②進路実現を組織
的に支援する進
路指導体制を整
備する。 

①キャリア教育を
よりいっそう充
実させ、様々な
職業への理解促
進と社会で求め
られる働き方等
についての認識
を深めさせる。 

②データを活用
した個別進路
指導等を充実
させ、進路実
現に向けチャ
レンジする姿
勢を育む。 

①総合的な探究
の時間や進路
イベントへの
参加に加え、
本校卒業生に
よる講演会を
実施し、働く
ことの意味へ
の理解を深め
る。 

②模試や英語技
能検定の全体
平均点や得点
率の低い課題
点を分析し、
解決に向けた
具体の支援を
行っていく。 

①本校卒業生に
よる講演会等
の進路イベン
トを通じ、職
業観について
生徒が主体的
に学び、働く
ことへの理解
を深めること
ができたか。 

②模試の平均点
や英検の合格
率が上昇した
か。 

 生徒自身が課
題を把握し、
解決に向け取
り組んだか。 

①キャリアに関する講
演会を実施する余裕
がなかったため、総
合的な探究の時間で
興味ある職業につい
て考える場面を設
け、自ら将来につい
て探究させることは
できた。 

②模試や英語技能検定
の結果データから課
題を明確化し、その
解決に向けた対策を
生徒や教員と共有
し、具現化しようと
している。 

①社会人として豊富な
経験のある方等に講
演してもらう場面を
設定し、生徒自身が
自分の興味・関心の
幅を広げると同時
に、チャレンジする
姿勢を育む必要があ
る。 

②模試では英語の偏差
値が５年以上に渡り
やや低迷しているこ
とが課題であり、学
校全体でさらに英語
力を養う仕掛けを考
案し、実践しなけれ
ばならない。 

①入学後、早い時期から
キャリア教育（進路指
導）を実施し、大学を実
際に見学に行くなどして
受験までの計画を立てさ
せたらどうか。そのため
に学校行事の時期を見直
す必要がある。 
②年々年内の受験が増加
する中、塾や予備校の新
指導を学校にも取り入れ
ることが必要になってく
る。 
②英語力を養うことにつ
いて、英検と併用して
TOEICの導入を検討するこ
とによって３年間の変容
を分析するのが良い。 

①総合的な探究の時間を活用
し、自ら将来について探求さ
せたことは、自分自身の強み
や適性の発見につながった。
今後、さらに講演会や体験講
話等の実施を通じ、より早い
段階から自分の将来について
考えさせることが課題とな
る。 
②模試や英語技能検定の結果
を分析し、生徒の進路実現に
向けた課題と改善のための方
向性を導き出したことは大き
な成果である。今後、課題の
改善に向け具体の手立てを考
えながら組織的な進路指導を
行っていくことが課題であ
る。 

①総合的な探究の時間の年間
計画の中に卒業生による進路
講演会や分野別進路説明会を
計画し、職業に対する理解を
深めさせる。 
①卒業生による大学受験体験
講話を計画し、進路実現に向
けた受験勉強の進め方等につ
いて理解を深めさせる。 
②上級学校見学会の実施を検
討する。 
②全校生徒対象の英検校内受
験を実施する等、外部英語検
定試験への受験を促進させる
ことによって英語の学習に対
する意識の向上を図るととも
にスキルアップを図ってい
く。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月４日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①学校を取り巻く
コミュニティを
活かし、地域の
教育力を生かし
た学びの場づく
りを推進する。 

②学校運営協議会
制度を有効に活
用し、地域と協
働した学校運営
に努める。 

①近隣大学や地
域の小中学
校、企業との
連携や地域交
流を促進さ
せ、生徒の学
びの場の拡充
を図る。 

②学校の教育活
動を外部に積
極的に情報発
信するととも
に、保護者や
地域の声を積
極的に取り入
れながら柔軟
な学校運営に
取り組み、地
域教育力の向
上に貢献して
いく。 

①大学の聴講シ
ステムやボラ
ンティア活動
への参加、近
隣小中学校と
の部活動交流
等、地域と積
極的に連携
し、生徒の学
びの場の拡充
を図る。 

②中庭の憩いの
スペースを積
極的に活用
し、生徒とＰ
ＴＡや卒業生
等の交流活動
を推進する。 

②保護者や地域
からの有益な
意見を積極的
に吸い上げ、
学校運営に生
かす。 

①大学での授業
聴講やボラン
ティア活動へ
の参加や、近
隣小中学校と
の部活交流を
行うことがで
きたか。 

②中庭の憩いス
ペースを活用
し、生徒とＰ
ＴＡや卒業生
が触れ合う活
動を行うこと
ができたか。 

②保護者や地域
からの有益な
意見等を学校
運営に積極的
に反映するこ
と が で き た
か。 

①高大連携等を活用
し、大学の聴講シス
テムやボランティア
活動へ参加した。近
隣小中学校との部活
動交流等、地域自治
会等主催のお祭り等
にも参加し、生徒の
学びの場の拡充を図
ることができた。 

②翔鵬祭文化部門にお
いて、中庭の憩いの
スペースが在校生や
来場者が交流する機
会をつくる場になっ
た。また、新たなベ
ンチを作る機会でも
ＰＴＡと在校生や地
域との交流を図るこ
とができた。 

②学校運営協議会のメ
ンバーからの意見を
学校運営に概ね反映
することができた。 

①積極的に新規の大学
の聴講システムやボ
ランティア活動を開
拓し、生徒の参加を
促進する。今後も近
隣小中学校との部活
動交流等、地域と積
極的に連携し、生徒
の学びの場の拡充を
図る。 

②ＰＴＡによる美化活
動等にボランティア
として参加する生徒
が増えるように、生
徒への周知の方法を
改善する。 

②今後、学校運営協議
会制度をさらに有効
活用し、様々な意見
を学校運営に取り入
れていく。 

①高大連携を実施してい
る大学での学びを高校で
どのように発展させてい
くかは大切である。全学
的にチームワークを活か
した取り組みが広がるこ
とを期待する。 
②学校運営協議会の部会
に、「部活動支援部会」
を作り、その組織の主催
によるバザー等を実施
し、そこで得た収益を部
活動のための支援金にし
たらどうでしょうか。 
②学校運営協議会のメン
バーと生徒さんとの間で
直接意見を交換する場を
設定してはどうか。 

①高大連携を活用し、生徒が
大学の授業を聴講したり、研
究発表会でプレゼンできたこ
とは探究的な学びの実現とい
う視点から大きな成果である
と言える。今後、その学びを
具体的にどのように生かして
いくかを検討する必要があ
る。 
②地域のお祭り等で吹奏楽部
や合唱部などが日頃の活動を
披露し、本校の教育活動につ
いてアピールできた。生徒に
とっても大きな自信につなが
った。今後も継続し、地域交
流、地域貢献を推進してい
く。 
②学校運営協議会のメンバー
の方から学校運営に関する
様々な意見や知恵をいただい
た。今後、その一つ一つをし
っかりと取り入れていく必要
がある。 

①高大連携による授業聴講や
研究発表を行った生徒は、そ
の内容等について学校でプレ
ゼンする等、探究学習を外部
に情報発信することにより学
習に対するモチベーションを
さらに向上させるとともに、
高大連携を活用する生徒を増
加させる。 
①大学や企業との新規連携を
積極的に模索し、生徒の学び
の場のさらなる拡充を図る。 
②学校運営協議会のメンバー
と生徒会本部役員との意見交
換会の場を設定する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員が生徒と向
き合う時間を確
保するため、教
員の働き方改革
を推進する。 

②緊急災害時の対
応や事故不祥事
の防止にむけ
て、職員の「当
事者意識」を高
める。 

①業務の無理や
無駄の洗い出
しをさらに進
め、積極的な
業務改善を図
りながら働き
方改革を進め
ていく。 

②不祥事防止に
向け、教職員
のさらなる意
識の向上と組
織的な点検体
制を強化す
る。 

③生徒並びに教
職員の防災意
識のさらなる
向上を図るた
めの取組を進
めていく。 

①年間の企画会
議・職員会議
の日程の年度
当初設定、グ
ループ・学年
の会議の回数
削減、勤務時
間を超えての
会議延長の廃
止等による業
務改善を徹底
していく。 

②不祥事防止会
議を中心とし
た不祥事防止
に向けた組織
的な取組を強
化し、職員一
人ひとりの当
事者意識をさ
らに向上させ
る。 

③防災訓練の実
施方法を工夫
し訓練のマン
ネリ化を防止
する。 
生徒が避難
経路を早期
に確認する
ために１学
期中に防災
訓練を実施
する。 

①会議の減少や
効率化を図る
こ と に よ っ
て、教員が生
徒と向き合う
時間を確保す
ることができ
たか。 

②職員一人ひと
りが当事者意
識を持ち、不
祥事防止に向
け取り組むこ
と が で き た
か。 

③防災訓練の実
施方法の工夫
等を通じ、訓
練のマンネリ
化を解消でき
たか。 
生徒並びに職
員の防災に対
する意識を向
上させること
ができたか。 

①年間の企画会議・職
員会議の日程は早め
に提示されたので、
予定が組みやすくな
った。 

②職員全員が当事者意
識を持ちながら研修
に参加できた。この
ため意識の向上が見
られた。 

③防災訓練において、
グラウンドに集合す
るまでの順路を各ク
ラスが把握できた。
昨今各地で地震が起
きている中、年度当
初に防災訓練を開催
出来たことは大変効
果的であった。 

 

①昨年に比べ、会議の
所用時間が時期によ
って長くなることも
なかった。来年度
も、例えば「会議の
時間は長くても１時
間まで」のように会
議の所用時間の厳守
を継続していく。 

②不祥事防止は恒常的
に継続する案件なの
で、今後も職員全員
で取り組む必要があ
る。 

③グラウンドまでの順
路について２・３年
生は理解できている
が、１年生は特に入
学当初は理解できて
いない。従って可能
な限り早い時期での
防災訓練の実施が必
要である。 
いつ何時自然災害
が発生するか分か
らないことから、
常に生徒に防災意
識を持たせるよう
取り組む必要があ
る。 

①学校全体でよい方向に
進んでいると考えられ
る。今後は卒業時アンケ
ートなどによる分析とそ
の活用による評価がある
と取組の具体的な評価が
できると思う。 
①「教育現場における働
き方改革」が大きな社会
問題としてクローズアッ
プされているが、タブレ
ットを使った打合せや会
議への活用、部活動時間
の短縮等がこれからの課
題になると考える。 
①会議と回議との併用を
検討してほしい。 
②不祥事防止の職員の意
識が高いことは大いに評
価できる。事故不祥事に
関して起きたことを想定
したクライシスマネジメ
ントを意識してほしい。 
③避難路の周知は大切で
ある。加えて、生徒個々
の自主的な判断ができる
意識の養成も必要であ
る。 
 
 

①企画会議、職員会議におい
ては、概ね適切な時間内に会
議を行うことが出来ていた
が、学年会やグループ会議に
ついては、業務の都合上会議
の開始時間が遅くなり、その
影響で勤務時間を超えて会議
を継続せざるを得ない状況が
発生していたことは今後の課
題である。 
①昨年の 12 月に「今後の本
校の教育の在り方」について
全職員で意見交換会を行うこ
とができたことは、職員間で
の共通理解を図る上で大きな
成果であった。今後、具体の
取組について検討を進めてい
く必要がある。 
②研修等の実施により職員全
体に不祥事防止に対する意識
がしっかりと浸透している。
その結果、事故につながるよ
うなミスはなかった。今後も
継続して意識啓発を行ってい
く必要がある。 
②防災指導については、避難
訓練等が単なる訓練にならな
いようどのように工夫してい
くかが今後の課題である。 

①会議はどれだけ長くても１
時間で終了する、会議資料は
Ａ４両面１枚にまとめる、週
に１日ノー残業デーを設定す
る等の具体の業務改善策を考
え実行していく。 
①中長期的なスパンに立った
年間指導計画や行事の置き方
等についての検討を進め、次
年度の早い段階で令和７年度
の方針を決定する。 
②不祥事防止会議について、
管理職から一方的に問題提起
をするのではなく、グループ
や学年からも不祥事防止に向
けた取組についてプレゼンを
行う等、全職員で取り組んで
いく。 
②防災訓練については、生徒
に実施日を知らせずに突然行
うなどより真剣に取り組ませ
るための工夫をする。 
②総合的な探究の時間やＬＨ
Ｒ、全校集会等の時間を活用
し、大震災発生時の行動の仕
方等、自分の身の守り方につ
いて理解を深めさせ、防災意
識の定着を図る。 

 


